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Abstruct
This is a report on the outline of the earthquake obsewation records,frona Apri1 1988 to
September 1989  Fig l and Fig 2 sho、v the epicenter locations of the earthquakes  Tables l―
3 sho、v various parameters of earthquake  The parameters,the epicenter location,rnagnitude,
and the other parameters, are deterHlined by “The S ismological Bulltein of The Japan
MeteorO10gical Agency"(April 1988-September 1989)
1.  は じ め に
本報告では,昭和 63年4月から平成元年 9月
までに観測された地震記録を地震月報 (参考文
献 1から18)によって震源位置などの諸元を決
定した結果をまとめたものである。
2.観測記録の概要
昭和 63年4月から平成元年 9月までに,100
個の地震動が観測された。いずれもトリガーレ
ベル 0.3 galである。これらの記録のうち95の
地震の諸元を決定できた。
表 1から表 3にこれらの地震動の諸元を示
す。図 1,2は震源位置を決定できた95地震の
震央位置を示す。
95地震の主な震源地域は,青森県東方沖,岩
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手県北部,岩手県北東沖などである。観測され
た最大加速度は,自由地盤で 15。2 gal,建物3階
で24.6 galである。
備   考
表 1～3の各項 目の内容は次の通 りである。
項 目      内   安
No    観測地震動の番号 (前報より継
続)
Date   観測年月日
Time   記録開始時刻
T(sec) 地震動が本観測点に到達するた
めに要した時間
Event   発震時亥」(地震月報)
Latitude  震央位置 (緯度,地震月報)
Longitude 震央位置 (経度,地震月報)
Depth   震源深さ (単位km,地震月報)
M     マグニチュード (地震月報)
Delta   観測点の震央距離 (単位 km,
地震月報)
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